



































グはトレッドミ Jレによる定 Ö~ トレ句~二ング (30 m/min; 10 
i控鈴のみ電 20m/min)を11:](泊分. )器51:. lO:il針おれ¥議'
検鍛jにはとうメ筋と主総筋を}苦いた.泌総から総DNAをおlJ
出し， Icstcd PCR訟をよ詩いてlJlJ鱗に伴って特に多く蓄積さ
れるとされる4.834bpの欠失〈ωmmωaletion)を手iする
n¥tDNAを持った機体数，および各鵠体におどEしたその他の
突然変異数を算出した.また，特徴的な2つめ結果に対し
ては境基自己到jを決定し，磁認をおこなった.
{総巣および考委案]ωmm(沼1{~Ietionは務鈴群でi:まヒラメ筋，
選議筋ともに29E!-i中2践に存複したのみであったのに対し，
i高齢畿では16践t;ドヒラメ議jで9係，足!記筋で151患に存在し
た.従って，ラットの符橋筋においても加誌もにfWいmtDNA
の突然変異が蓄穣していることが切らかとなった‘またe
:i!!筋線維の方がJlJ齢に伴う経緯を受けやすいことがぷ唆さ
れた. しかしながらトレーニングによる影響はほとんど見
られなかった‘各{蕗{本に存殺していた突然変異数において
も問畿な結果を訴し， トレ…ニングによる影響は見られな
かった.これらの結果は，本研究で月jし、た強皮.wm立開
始時鰐のi選毅jトレーニングはmtDNAの突然変異の蓄積;こは
i怒号-しない可能性を〉示唆している宅 しかしながら事本研究
で丹れ、た方法は議uかな;志議性には欠げるため，結論づける
には箆なる検討を必袋としている.本研究でiまmtDNAの突
然変立もがすでに議殺していると思われる高齢ラットに対し
て遜YlJJトレーニングそ行吋たが..tiit 、ころから謹製jをtf~
た擦には突然変異の蓄穣が抑制されている可能桂こが依熱残
iきれている‘さらに本研究で拭，これまでに報告されて、い
ない新たな5，336bpの欠失を有したmtDNAがばほ全ての稿!
体iこ存在していることを確総した
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